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研究成果の概要（和文）：真に超安定なジェネリック構造は存在しないという結果を得ることができた．この結果はBa
ldwinの予想の否定的解決となっている．また同時に，安定なジェネリック構造が飽和ならば真に安定かあるいはω安
定になるという結果も得ることができた．さらに，Baldwin氏との共同研究により，飽和ジェネリック構造はSOP_4をも
たないことを証明することができた．この結果はEvans-Wangの定理の真の拡張になっている．また，桔梗宏孝氏ととも
にジェネリック構造のモデル完全性について研究し，Hrushovskiの可算範疇的単純理論はモデル完全であることを証明
することができた．

研究成果の概要（英文）：Baldwin's conjecture states that any stable generic structure is strictly stable o
r omega-stable.  For this conjecture, I proved that there was no generic structure whose theory was strict
ly superstable.  This result means that the conjecture is solved negatively.  I also proved that if a stab
le generic structure was saturated, then it was strictly stable or omega-stable.  
Evans and Wang showed that an omega-categorical generic structure did not have SOP_4.  To generalize their
 result, Baldwin and I proved that a saturated generic structure did not have SOP_4.  We also gave an exam
ple of a generic structure which was saturated but not omega-categorical.  
I had studied the model completeness of generic structures in cooperation with Kikyo, and then we proved t
hat Hrushovski's simple omega-categorical generic structure was model complete.  
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１．研究開始当初の背景
 ジェネリック構成法は
約２０年前に開発された
法である．
て，モデル理論の２つの有名な予想を解決し
た．また，他の
ック構成法を改良するなどして，
深い例を構成したが，有名な
る Lachlan
個数は１個か無限個になるという予想）を解
決するには至っていない．
 
２．研究の目的
 本研究の目的は，ジェネリック構成法を用
いて
ことである．
造はその解決のきっかけのひとつになると
考える．
間内に
とも十分に認識している．そこで
目標を置いた．
・目標１．非飽和ジェネリック構造の例を集
める．
・目標
構成法を
 いままで知られているジェネリック構造
の多くは飽和性を満たしている．飽和性をも
つことは多くの良い点をもつが，
ない特徴をもつ構造を作るためには，非飽和
性をもつ
ると考えた．
る Lachlan
つの中間目標を置くことで，
れるのではないかと考えた．
 

 
 
３．研
(1) 在外研究中（１年目，
は主にイリノイ大学
ともに毎週，研究打ち合わせを行い，その成
果を
研 究 領域が 近 いメリ ー ランド 大 学 の
Laskowski
られた結果を
表した．神戸大学の桔梗宏孝氏
とは主にメールで研究打ち合わせを行った
が，研究代表者が一時帰国した際には
研究集会で研究打ち合わせを行った．筑波大
学の坪井明人氏（連携研究者）とも
究集会において打ち合わせを行った．また，
筑波大の竹

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景
ジェネリック構成法は

約２０年前に開発された
法である．Hrushovski
，モデル理論の２つの有名な予想を解決し
また，他のモデル理論研究者

ック構成法を改良するなどして，
深い例を構成したが，有名な

Lachlan 予想（安定な理論の可算モデルの
個数は１個か無限個になるという予想）を解
決するには至っていない．

２．研究の目的 
本研究の目的は，ジェネリック構成法を用

いて Lachlan 予想の解決に一歩でも近づく
ことである．そして，非飽和ジェネリック構
造はその解決のきっかけのひとつになると
考える．しかしながら
間内に Lachlan
とも十分に認識している．そこで
目標を置いた． 
・目標１．非飽和ジェネリック構造の例を集
める． 
目標２．非飽和ジェネリック構造の

構成法を開発する．
いままで知られているジェネリック構造

の多くは飽和性を満たしている．飽和性をも
つことは多くの良い点をもつが，
ない特徴をもつ構造を作るためには，非飽和
性をもつジェネリック構造を作る必要があ
ると考えた．そして，本研究の最終目標であ

Lachlan 予想の解決に到達しなくても，２
つの中間目標を置くことで，
れるのではないかと考えた．

３．研究の方法 
在外研究中（１年目，

は主にイリノイ大学
ともに毎週，研究打ち合わせを行い，その成
果を UIC Logic Seminar
研 究 領域が 近 いメリ ー ランド 大 学 の
Laskowski 氏とも研究打ち合わせを行い，
られた結果を Maryland Logic Seminar
表した．神戸大学の桔梗宏孝氏
とは主にメールで研究打ち合わせを行った
が，研究代表者が一時帰国した際には
研究集会で研究打ち合わせを行った．筑波大
学の坪井明人氏（連携研究者）とも
究集会において打ち合わせを行った．また，
筑波大の竹内耕太氏

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景 
ジェネリック構成法は Hrushovski

約２０年前に開発された無限構造を作る方
Hrushovski はこの構成法を用い

，モデル理論の２つの有名な予想を解決し
モデル理論研究者

ック構成法を改良するなどして，
深い例を構成したが，有名な未解決

予想（安定な理論の可算モデルの
個数は１個か無限個になるという予想）を解
決するには至っていない． 

 
本研究の目的は，ジェネリック構成法を用

予想の解決に一歩でも近づく
そして，非飽和ジェネリック構

造はその解決のきっかけのひとつになると
ながら，研究代表者は

Lachlan 予想の解決が困難であるこ
とも十分に認識している．そこで

 
・目標１．非飽和ジェネリック構造の例を集

非飽和ジェネリック構造の
開発する． 

いままで知られているジェネリック構造
の多くは飽和性を満たしている．飽和性をも
つことは多くの良い点をもつが，
ない特徴をもつ構造を作るためには，非飽和

ジェネリック構造を作る必要があ
そして，本研究の最終目標であ

予想の解決に到達しなくても，２
つの中間目標を置くことで，別の結果を得ら
れるのではないかと考えた．

 
在外研究中（１年目，2年目

は主にイリノイ大学シカゴ校
ともに毎週，研究打ち合わせを行い，その成

UIC Logic Seminar で発表した．また，
研 究 領域が 近 いメリ ー ランド 大 学 の

氏とも研究打ち合わせを行い，
Maryland Logic Seminar

表した．神戸大学の桔梗宏孝氏
とは主にメールで研究打ち合わせを行った
が，研究代表者が一時帰国した際には
研究集会で研究打ち合わせを行った．筑波大
学の坪井明人氏（連携研究者）とも
究集会において打ち合わせを行った．また，

内耕太氏とは，Baldwin

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

Hrushovski により
無限構造を作る方
この構成法を用い

，モデル理論の２つの有名な予想を解決し
モデル理論研究者もジェネリ

ック構成法を改良するなどして，多くの興味
未解決予想であ

予想（安定な理論の可算モデルの
個数は１個か無限個になるという予想）を解

本研究の目的は，ジェネリック構成法を用
予想の解決に一歩でも近づく

そして，非飽和ジェネリック構
造はその解決のきっかけのひとつになると

研究代表者は研究期
解決が困難であるこ

とも十分に認識している．そこで２つの中間

・目標１．非飽和ジェネリック構造の例を集

非飽和ジェネリック構造の新たな

いままで知られているジェネリック構造
の多くは飽和性を満たしている．飽和性をも
つことは多くの良い点をもつが，いままでに
ない特徴をもつ構造を作るためには，非飽和

ジェネリック構造を作る必要があ
そして，本研究の最終目標であ

予想の解決に到達しなくても，２
別の結果を得ら

れるのではないかと考えた． 

年目，アメリカ
シカゴ校のBaldwin氏と

ともに毎週，研究打ち合わせを行い，その成
で発表した．また，

研 究 領域が 近 いメリ ー ランド 大 学 の
氏とも研究打ち合わせを行い，

Maryland Logic Seminar で発
表した．神戸大学の桔梗宏孝氏（連携研究者）
とは主にメールで研究打ち合わせを行った
が，研究代表者が一時帰国した際には，RIMS
研究集会で研究打ち合わせを行った．筑波大
学の坪井明人氏（連携研究者）とも RIMS
究集会において打ち合わせを行った．また，

Baldwin 氏ととも

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

により
無限構造を作る方
この構成法を用い

，モデル理論の２つの有名な予想を解決し
もジェネリ
多くの興味
予想であ

予想（安定な理論の可算モデルの
個数は１個か無限個になるという予想）を解

本研究の目的は，ジェネリック構成法を用
予想の解決に一歩でも近づく

そして，非飽和ジェネリック構
造はその解決のきっかけのひとつになると

研究期
解決が困難であるこ

２つの中間

・目標１．非飽和ジェネリック構造の例を集

新たな

いままで知られているジェネリック構造
の多くは飽和性を満たしている．飽和性をも

いままでに
ない特徴をもつ構造を作るためには，非飽和

ジェネリック構造を作る必要があ
そして，本研究の最終目標であ

予想の解決に到達しなくても，２
別の結果を得ら

，アメリカ）
氏と

ともに毎週，研究打ち合わせを行い，その成
で発表した．また，

研 究 領域が 近 いメリ ー ランド 大 学 の
氏とも研究打ち合わせを行い，得

で発
（連携研究者）

とは主にメールで研究打ち合わせを行った
RIMS

研究集会で研究打ち合わせを行った．筑波大
RIMS 研

究集会において打ち合わせを行った．また，
氏ととも

にイリノイ大学
せを行った．
(2) 
をまとめるために，多くの研究集会に参加し，
研究発表を行った．まず，夏に開催されるモ
デル理論の研究集会に参加し，連携研究者の
坪井氏および桔梗氏を含む，多くの国内研究
者と討論し，得られた結果の修正を行った．
そして，まとめた結果を日本数学会特別講演，
アジア論理会議特別講演，
表した．
 
４．研究成果
(1)
順序性
できることが知られていた．
リック
分類されるかは興味深い問題である．
Evans
的であるとき，その理論は
ことを証明した．そこで研究代表者はイリノ
イ大学
果の一般化を試み，次の結果を得ることがで
きた．
・定理
き，その理論は
 一般に，無限構造が可算範疇的であるとき，
その構造は飽和であるが，その逆は
ない
立たない例が存在する．
Evans
 この結果は，研究集会
で発表され，論文
た，この結果のいくつかの部分を改良し，海
外学術雑誌に投稿準備中である．
(2)
くの興味深い
れらはすべて真に安定か
こで
に超安定なものは存在しないと予想した．
究代表者は
果を得ることができた．
・定理
存在する．
・定理
ば，その理論は真に安定か
 定理
とを示し，定理
Baldwin
この結果は研究集会③，④で発表され，論文
③，⑥
 定理
て自明であった．しかし，これまで作られた
ジェネリック構造の多くが非自明性を満た
しており，
明な例を作れるかどうかは自然な問題であ
る．そこで，研究代表者は神戸大学の桔梗宏
孝氏とともにこの問題について共同研究を
行い，次の結果を得ることができた．
・定理

 

イリノイ大学
せを行った． 
(2) 帰国後（３年目
をまとめるために，多くの研究集会に参加し，
研究発表を行った．まず，夏に開催されるモ
デル理論の研究集会に参加し，連携研究者の
坪井氏および桔梗氏を含む，多くの国内研究
者と討論し，得られた結果の修正を行った．
そして，まとめた結果を日本数学会特別講演，
アジア論理会議特別講演，
表した． 

４．研究成果 
(1) Shelah の結果により，非単純理論は
順序性(SOP_n)と呼ばれる概念でさらに分類
できることが知られていた．
リック構造が強順序性によってどのように
分類されるかは興味深い問題である．
Evans-Wang はジェネリック構造が可算範疇
的であるとき，その理論は
ことを証明した．そこで研究代表者はイリノ
イ大学シカゴ校
果の一般化を試み，次の結果を得ることがで
きた． 
定理１．ジェネリック構造が飽和であると

き，その理論は
一般に，無限構造が可算範疇的であるとき，

その構造は飽和であるが，その逆は
ない．ジェネリック構造においても逆が成り
立たない例が存在する．
Evans-Wang の結果の真の拡張になっている．
この結果は，研究集会

で発表され，論文
た，この結果のいくつかの部分を改良し，海
外学術雑誌に投稿準備中である．
(2) これまでジェネリック構成法により多
くの興味深い安定構造
れらはすべて真に安定か
こで Baldwin は，ジェネリック安定構造で真
に超安定なものは存在しないと予想した．
究代表者はこの予想に対して次の２つの結
果を得ることができた．
定理２．真に超安定なジェネリック構造が

存在する． 
定理３．ジェネリック安定構造が飽和なら

ば，その理論は真に安定か
定理２はBaldwin

とを示し，定理
Baldwin の予想は成り立つことを示している．
この結果は研究集会③，④で発表され，論文
③，⑥としてまとめられた．
定理２で構成された例は

て自明であった．しかし，これまで作られた
ジェネリック構造の多くが非自明性を満た
しており，Baldwin
明な例を作れるかどうかは自然な問題であ
る．そこで，研究代表者は神戸大学の桔梗宏
孝氏とともにこの問題について共同研究を
行い，次の結果を得ることができた．
定理４．真に超安定なジェネリック構造で，

イリノイ大学シカゴ校にて研究打ち合わ
 

帰国後（３年目，日本）は，本研究成果
をまとめるために，多くの研究集会に参加し，
研究発表を行った．まず，夏に開催されるモ
デル理論の研究集会に参加し，連携研究者の
坪井氏および桔梗氏を含む，多くの国内研究
者と討論し，得られた結果の修正を行った．
そして，まとめた結果を日本数学会特別講演，
アジア論理会議特別講演，RIMS

  
の結果により，非単純理論は
と呼ばれる概念でさらに分類

できることが知られていた．
が強順序性によってどのように

分類されるかは興味深い問題である．
はジェネリック構造が可算範疇

的であるとき，その理論は
ことを証明した．そこで研究代表者はイリノ

シカゴ校のBaldwin氏とともにこの結
果の一般化を試み，次の結果を得ることがで

ジェネリック構造が飽和であると
き，その理論は SOP_4 をもたない．
一般に，無限構造が可算範疇的であるとき，

その構造は飽和であるが，その逆は
ジェネリック構造においても逆が成り

立たない例が存在する．
の結果の真の拡張になっている．

この結果は，研究集会④，
で発表され，論文④としてまとめられた．ま
た，この結果のいくつかの部分を改良し，海
外学術雑誌に投稿準備中である．

これまでジェネリック構成法により多
安定構造が作られてきたが，

れらはすべて真に安定かω安定であった．そ
は，ジェネリック安定構造で真

に超安定なものは存在しないと予想した．
この予想に対して次の２つの結

果を得ることができた． 
．真に超安定なジェネリック構造が

．ジェネリック安定構造が飽和なら
ば，その理論は真に安定かω

Baldwinの予想が成り立たないこ
とを示し，定理３は飽和という条件の下では

の予想は成り立つことを示している．
この結果は研究集会③，④で発表され，論文

としてまとめられた．
で構成された例は，独立関係に関し

て自明であった．しかし，これまで作られた
ジェネリック構造の多くが非自明性を満た

Baldwin の予想の反例として非自
明な例を作れるかどうかは自然な問題であ
る．そこで，研究代表者は神戸大学の桔梗宏
孝氏とともにこの問題について共同研究を
行い，次の結果を得ることができた．

．真に超安定なジェネリック構造で，

にて研究打ち合わ

）は，本研究成果
をまとめるために，多くの研究集会に参加し，
研究発表を行った．まず，夏に開催されるモ
デル理論の研究集会に参加し，連携研究者の
坪井氏および桔梗氏を含む，多くの国内研究
者と討論し，得られた結果の修正を行った．
そして，まとめた結果を日本数学会特別講演，

RIMS 研究集会で発

の結果により，非単純理論は
と呼ばれる概念でさらに分類

できることが知られていた．そして，ジェネ
が強順序性によってどのように

分類されるかは興味深い問題である．
はジェネリック構造が可算範疇

的であるとき，その理論は SOP_4 をもたない
ことを証明した．そこで研究代表者はイリノ

氏とともにこの結
果の一般化を試み，次の結果を得ることがで

ジェネリック構造が飽和であると
をもたない． 

一般に，無限構造が可算範疇的であるとき，
その構造は飽和であるが，その逆は成り立た

ジェネリック構造においても逆が成り
立たない例が存在する．よって定理１

の結果の真の拡張になっている．
④，⑤，⑦，⑨，⑪
まとめられた．ま

た，この結果のいくつかの部分を改良し，海
外学術雑誌に投稿準備中である． 

これまでジェネリック構成法により多
が作られてきたが，

安定であった．そ
は，ジェネリック安定構造で真

に超安定なものは存在しないと予想した．
この予想に対して次の２つの結

．真に超安定なジェネリック構造が

．ジェネリック安定構造が飽和なら
ω安定になる

の予想が成り立たないこ
は飽和という条件の下では

の予想は成り立つことを示している．
この結果は研究集会③，④で発表され，論文

としてまとめられた． 
，独立関係に関し

て自明であった．しかし，これまで作られた
ジェネリック構造の多くが非自明性を満た

の予想の反例として非自
明な例を作れるかどうかは自然な問題であ
る．そこで，研究代表者は神戸大学の桔梗宏
孝氏とともにこの問題について共同研究を
行い，次の結果を得ることができた． 

．真に超安定なジェネリック構造で，

にて研究打ち合わ

）は，本研究成果
をまとめるために，多くの研究集会に参加し，
研究発表を行った．まず，夏に開催されるモ
デル理論の研究集会に参加し，連携研究者の
坪井氏および桔梗氏を含む，多くの国内研究
者と討論し，得られた結果の修正を行った．
そして，まとめた結果を日本数学会特別講演，

研究集会で発

の結果により，非単純理論は強
と呼ばれる概念でさらに分類

ジェネ
が強順序性によってどのように

分類されるかは興味深い問題である．
はジェネリック構造が可算範疇

をもたない
ことを証明した．そこで研究代表者はイリノ

氏とともにこの結
果の一般化を試み，次の結果を得ることがで

ジェネリック構造が飽和であると

一般に，無限構造が可算範疇的であるとき，
成り立た

ジェネリック構造においても逆が成り
定理１は

の結果の真の拡張になっている． 
⑤，⑦，⑨，⑪

まとめられた．ま
た，この結果のいくつかの部分を改良し，海

これまでジェネリック構成法により多
が作られてきたが，そ

安定であった．そ
は，ジェネリック安定構造で真

に超安定なものは存在しないと予想した．研
この予想に対して次の２つの結

．真に超安定なジェネリック構造が

．ジェネリック安定構造が飽和なら
になる． 

の予想が成り立たないこ
は飽和という条件の下では

の予想は成り立つことを示している． 
この結果は研究集会③，④で発表され，論文

，独立関係に関し
て自明であった．しかし，これまで作られた
ジェネリック構造の多くが非自明性を満た

の予想の反例として非自
明な例を作れるかどうかは自然な問題であ
る．そこで，研究代表者は神戸大学の桔梗宏
孝氏とともにこの問題について共同研究を

 
．真に超安定なジェネリック構造で，



独立関係に関して非自明なものが存在する． 
 この結果は研究集会④で発表され，論文②，
⑤としてまとめられた． 
(3) ジェネリック構造のモデル完全性につ
いて次のことが知られている． 
・ジェネリック構造はほとんどモデル完全． 
・Hrushovski の強極小構造はモデル完全． 
・Baldwin-Shelah のランダムグラフはモデル
完全でない． 
 よって，多くのジェネリック構造の例はモ
デル完全かどうかわかっていない．そこで，
神戸大学の桔梗宏孝氏といくつかの例につ
いて調べ，次の結果を得ることができた． 
・定理５．Hrushovski の可算範疇的単純理論
はモデル完全である． 
・定理６．ジェネリック構造 Mに対して次は
同値． 
(a) Th(M)はモデル完全． 
(b) 任意の A,C∈K に対して，A⊂C かつ

not(A≦C)ならば，A≦B∈Kで Bと Cが
A上融合可能でないものが存在． 

 本来の目標はどのジェネリック構造がモ
デル完全かを分類することにあるが，定理５
はその第一歩になる結果である．また，定理
６の特徴付け定理により，まだ分類されてい
ない例に関してもモデル完全性が判定でき
る可能性がある．以上の結果は研究集会①，
③で発表され，２つの論文 
・ Koichiro Ikeda, Some questions 

concerning ab initio generic structures 
・Koichiro Ikeda and Hirotaka Kikyo, 

Model complete generic structures 
にまとめられ，現在投稿中である． 
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